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ニューマチックケーソン工法における長距離遠隔操作技術の現場検証について 

           ～ 省人化・省力化を目指した長距離遠隔操作技術 ～ 

 

株式会社大本組（本店：岡山市北区、代表取締役社長：三宅啓一）は、国土交通省北陸地方整備局発注の「R6-

8国道17号新浦佐大橋（渡河部）下部その3工事」において、NTTドコモビジネス株式会社(旧 NTTコミュニ

ケーションズ株式会社)の協力のもと、低遅延通信サービスを活用した長距離遠隔操作技術を、ニューマチック

ケーソン工法（※1）に採用いたします。 

本技術は、高速かつ低遅延な通信環境を活用することで、施工現場から離れた遠隔地より天井走行式掘削機

の操作を可能とするものであり、施工の効率化、省人化、熟練技能の有効活用を目的としています。 

下記、実施工環境下において、遠隔操作による掘削作業の操作性、応答性等について検証を行い、将来的な

大深度・危険箇所施工への適用可能性や、建設現場におけるDX推進に資する技術的有効性を確認します。 

 

― 記 ― 

【現場導入の概要】 

 実証① 

実施日時   ２０２６年１月２１日（水）  ９時００分～ １０時００分（予定） 

 実施場所   （遠隔地）株式会社大本組 東京本社 （東京都港区南青山５丁目９番－１５） 

        （現 場）大本組 新浦佐大橋作業所（新潟県南魚沼市浦佐地先) 

実証② 

実施日時   ２０２６年１月２８日（水）  ９時００分～ １０時００分（予定） 

 実施場所   （遠隔地）株式会社大本組 岡山本店 （岡山市北区内山下１丁目１番－１３） 

        （現 場）大本組 新浦佐大橋作業所（新潟県南魚沼市浦佐地先) 

 

 使用機材   ・天井走行式掘削機 １台 （バケット容量０．１５㎥） 

        ・長距離遠隔技術(通信部分) docomo MEC®（※2）、MECダイレクト®、５Gワイド（※3）        

 目  的   オペレータが現場に行かずに長距離遠隔技術によって天井走行式掘削機を操作できる環境を

整備し、統括管理拠点より複数の現場を兼務できるようにする。 

 

【長距離遠隔操作技術導入の背景】 

従来、ニューマチックケーソン工法における掘削機械の操作は、施工現場内に設置された地上管理室からの

遠隔操作により行われており、掘削機1台につき、熟練した操作技能を有するオペレータを1名配置する必要

がありました。一方、近年の建設産業においては、熟練技能者をはじめとする担い手不足が深刻化しており、

施工体制の効率化および省人化が喫緊の課題となっています。 

本技術を導入することにより、低遅延通信環境を活用した遠隔地からの掘削機操作が可能となり、現場常駐

オペレータの削減や統括管理拠点から複数機械の集中管理を通じて、省人化・省力化の実現が期待されます。 



【長距離遠隔操作のイメージ】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

  将来的には、IOWN等の先進的な通信技術を活用した検証を継続し、統括管理拠点から全国の施工現場を

結ぶ、高速・大容量かつ低遅延なネットワークの構築を目指します。これにより、統括管理拠点からの遠

隔操作においても、現場と遜色のない操作性を実現し、複数現場の同時施工や集中管理を可能とします。 

さらに、統括管理拠点から全国の施工を行う体制を構築することで、建設業界における労働力不足や技

能者の高齢化への対応に加え、施工時の省人化およびコスト縮減への貢献が期待されます。 

加えて、専門技能を有する熟練オペレータが遠隔地から若手技術者への技術指導を行うことにより、技

能継承および人材育成の高度化にも寄与するものと考えています。 

 

【脚注】 

※1 ニューマチックケーソン工法： 

ニューマチックケーソン工法（Pneumatic caisson method）のpneumatic は空気、caissonは函（は

こ）を意味します。橋梁や建造物の基礎や地下構造物、シールド発進・到達立坑の設置に広く使われる

工法です。地上で躯体（最下部に密閉された作業室）を構築し、作業室内に地下水が入り込まないよう

に圧縮空気を送りながら掘削を進め、所定の深さに躯体を設置する工法です。 

※2 docomo MEC 

docomo MECは、ドコモネットワーク内に配置したサーバー（IaaS基盤）とMECサーバーへのダイレ 

クトなアクセスを可能にする回線サービス（MECダイレクト）を提供するMulti-access Edge Computing

（MEC）サービスです。高セキュリティな閉域通信網を構築し、操作信号や映像の伝送遅延が抑制された

通信を行えます。詳細は以下のサイトをご参照ください。https://www.mec.docomo.ne.jp/ 

※3 5Gワイド 

5Gワイドとは、NTTドコモビジネスが提供する混雑エリアや時間帯においても安定した通信の 

維持および、通信速度の向上がはかれるモバイルネットワークサービスです。詳細は以下のサイト 

をご参照ください。https://www.ntt.com/business/services/5gwide.html 

  （注記）「docomo MEC」「MECダイレクト」は株式会社NTTドコモの登録商標です。また、「docomo MEC」「MEC

ダイレクト」は株式会社 NTT ドコモが提供元であり、NTT ドコモビジネス株式会社が代理人とし

て保有する契約締結権限、および包括的な業務受託にもとづき販売しています。 

 

以 上   


